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●彦根市本町1丁目7- 41
●TEL：0749-26-0809
●営業時間：13：00～17：00
●定休日：火曜日、水曜日

彦根市の夢京橋キャッスルロード沿いにある

「カフェ　花百茶」。たくさんの花に囲まれ

てお茶を楽しんでもらいたいと、昨年11月オー

プンした。テーブルに飾られた花や美しい

庭を眺めながらくつろぐことができる。

町家を改装した店内はアンティーク家具が置

かれ、落ち着いた空気が漂い、カラフルな

ステンドグラスの扉が印象的だ。

「ゆっくりと、くつろいでいただけたらうれ

しいです」と代表の松本幸子さん。

１階はテーブルやカウンターのほかに座敷

席もあり、グループや子ども連れがゆったり

と過ごせる。また、２階は個室となっており、

隠れ家の気分で楽しめる。

この夏、松本さんのオススメは宇治金時白

玉氷（650円）。ふんわりとしたカキ氷に、抹

茶シロップがたっぷりかかっていて、ワクワ

クさせてくれる。他に、あんみつやわらび餅

などの和菓子や手づくりの「今日の

ケーキ（400円）」も好評。暑さに

めげず、ぜひ涼みに出かけてみて。

（取材・前川） 

 

●東近江市建部下野町16
●TEL：0748-22-5121 
●営業時間：7：00～23：00 ●定休日：なし 

●愛知郡愛荘町北八木92
●TEL：0749-37-3281
http://www.sk-grp.co.jp 

【出演】加藤登紀子、江草啓太（ピアノ）、大津児童合唱団、湖をつなぐ会
【曲目】琵琶湖就航の歌、生きている琵琶湖　ほか
●開演：16：00（開場15：30）　●料金：前売り 一般4000円 青少年2000円
　　　　　　　　　　　　　　　　※当日は各500円増し、全席指定

【出演】玉井菜採（バイオリン）、西村裕美子（ピアノ）、中谷満（ティンパニ）
　　　大津三曲協会、大津管弦楽団、大津吹奏楽団
【司会】中村鋭一
●開演：15：00（開場14：30）　●料金：前売り 一般1500円　25歳以下1000円
　　　　　　　　　　　　　 　　 当　日 一般1800円　25歳以下1200円
　　　　　　　　　　　　　　　　※自由席

●大津市京町3丁目4-22 
●TEL：077-522-6191
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人工的に細かな霧を発生させ、屋外でも３～６度気温を下げる

事ができるミストマシン「スーパーフォグシステム」が、県内で初

めてゴルフ練習場に取り入れられたと聞き、東近江市のリバー

サイドジャンボゴルフを訪ねてみた。 

全打席と通路の天井に設置されたチューブ管

から、細かな霧がシャワーのように降り注ぐ。

この霧が気化する時に熱を奪い、周囲の温度

を下げる仕組みだが、実際に体感してみると

予想以上に効果があるのに驚いた。打席周辺

では風が涼しく、快適だった。身体の一部分だけが冷えるのでは

なく、全身で涼しさをキャッチできるのが特に気に入った。また

霧だから服などが濡れるのではないかと心配したが、気温が25

度以上だと気化しやすくて、全くその心配がないそうだ。 

このシステムが本格的に稼動したのは今年５月からだが、ゴル

ファーの皆さんには大変好評だという。

「暑い季節はどうしても練習から足が

遠のきがちだった人も、今年はミスト

マシンの下で快適にプレイできます」と、

マネージャーの岡田興さんは言う。 

一方、ミストマシンには持ち運びできるタイプもあり、夏の屋

外イベントや野外施設などへのレンタルが可能。　　　（取材・福本）

54（昭和29）年の開館から約半世紀、滋賀の

文化を発信し、見守り続けてくれた「滋賀

会館」がその歴史に幕を下ろそうとしている。

県の方針により今年９月に大ホールを閉鎖、

さらに10（平成22）年３月に文化施設として

の役割が終了

する予定（その

後の活用方法

については今

のところ未定）。

開館当時、滋

賀会館は県単位の文化施設としては全国的

にも大規模で「西日本随一」と言われた。

音楽会、演劇会などの開催はもちろんのこと、

結婚式場もあり、文化から生活まで滋賀県

民の生活に寄り添ってきた。

そんな滋賀会館に感謝の気持ちを込めて、

９月15日（祝）と９月27日（土）、「滋賀会館

ＯＫＩＮＩコンサート」が開催される。

去る７月１日に行われた記者会見では、滋賀

会館に対する関係者の思いや、コンサート

にかける熱意がひしひしと伝わってきた。

滋賀県教育会顧問の久保貞雄さんは、54年前、

滋賀会館の開館イベントで「滋賀県民の歌」の

指揮をした。「当時としては、最高レベルのホー

ルだった。滋賀会館のおかげで滋賀の音楽が

発展してきたと言っても過言ではない」と思

い出を語る久保さんは、27日のコンサートの

フィナーレでも「滋賀県民の歌」を指揮する。

また、27日のコンサートに出演するティンパ

ニ奏者の中谷満さんは「滋賀会館で音楽や映

画に触れ、それらから受けた感銘の積み重ね

で今の自分がある。音楽に対する思いもここ

から生まれ、ここから育まれてきた。まさに

歴史あるホール……」と語ってくれた。

幕が下りるフィナーレは、新しいドラマの

幕開けでもあり、今回のコンサートは大ホー

ルへの感謝と同時に、今後の滋賀会館のあ

り方を考える議論の出発点にしたいという

思いが込められているようだ。

滋賀会館大ホール、54年の感動をありがと

う！（取材・瓜生）
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